
重点（3）　子育て・介護への支援

《第3次千葉県男女共同参画計画》平成26年度事業　評価シート 施策コード 98

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 5 施策の方向 ② 施策番号 1

決算額(千円)

－ 実績 －

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7

8 ○

9

（2）改善点等

説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

＜課題・今後改善すべき点＞
　教育時間の前後に行う預かり保育の需要は年々増加傾向にある。さらに活用しやすい制度となるよう、必
要があれば関係団体と連携し見直しを行い、保育量の拡充に努める。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

指標名等 －

目標

通常日預かり保育に対する人件費の補助・・・289園へ計228,372千円
長期休業日等預かり保育に対する補助・・・228園へ計36,574千円
合計289園へ264,946千円を交付した。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性
チェック項目

数値目標など

事　業　名 幼稚園における預かり保育の推進

担　当　課 学事課

基本目標
当初予算額（千円） 238,000 264,946

事業の概要・
目的

　幼稚園の教育時間の前後や休業期間中（土日祝日・長期休業）に、園児を幼稚園内で過ごさせる
「預かり保育」を実施する学校法人立等幼稚園に対し人件費を補助することにより、保護者の育児負
担の軽減及び仕事と生活の調和の促進を図る。
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１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 5 施策の方向 ② 施策番号 2

決算額(千円)

保育所整備
により待機児
童を減らす。

実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7

8 ○

9

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 保育所施設整備の助成

担　当　課 児童家庭課

基本目標
当初予算額（千円） 5,478,000 3,522,470

事業の概要・
目的

　県内の保育所における入所待機児童の早期解消と新たな保育需要への対応及びより質の高い保
育環境の整備のため、民間保育所の創設・増改築の促進を図る。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性
チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

指標名等
子どもを生み育てやすいと感じる家庭の割合(子育てｱﾝｹｰﾄ)

保育所の待機児童数が50人以上の市町村数

目標 ４市町村(H26.4.1)

１０３施設、４，２７３人の定員増を図り、子育て家庭の支援を行った。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか
１０３施設、４，２７３人の定員増を図り、
子育て家庭の支援を行った。

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

＜改善した点＞
　１０３施設、４，２７３人の定員増を図った。

＜課題・今後改善すべき点＞
　保育所待機児童は大きな社会問題であり、今後は保育所整備の促進と併せ、小規模保育事業等も活用し、
待機児童の解消を図る。
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１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 5 施策の方向 ② 施策番号 2

決算額(千円)

保育所整備
により待機
児童を減ら

す

実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7

8 ○

9

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 保育士拡充への助成

担　当　課 児童家庭課

基本目標
当初予算額（千円） 350,000 298,480

事業の概要・
目的

　県内の保育所における入所待機児童の早期解消と新たな保育需要への対応及びより質の高い保
育環境の整備のため、保育士の充実を図り、多様な保育ニーズに対応する。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性
チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

指標名等
子どもを生み育てやすいと感じる家庭の割合(子育てｱﾝｹｰﾄ)

保育所の待機児童数が50人以上の市町村数

目標 ４市町村(H26.4.1)

　国の基準を超えて保育士を配置した保育所に対し、人件費を助成し、多様な保育ニーズに対応するための体
制づくりを推進した。
　平成２６年度は、延べ３２９施設に対し人件費を助成した

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか 延べ３２９施設に対し、人件費を補助

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

＜改善した点＞
　延べ３２９施設に対し、人件費を補助

＜課題・今後改善すべき点＞
　特になし
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１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 5 施策の方向 ② 施策番号 2

決算額(千円)

割合を増や
す。

実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7

8 ○

9

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 放課後児童クラブの助成

担　当　課 児童家庭課

基本目標
当初予算額（千円） 1,537,000 1,441,939

事業の概要・
目的

　小学校に就学しているおおむね10歳未満の児童であって、その保護者が労働等により昼間家庭に
いないものに、適切な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育成を図る。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性

チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

指標名等
子どもを生み育てやすいと感じる家庭の割合

（子育てアンケート）

目標 76.1%

市町村が実施又は助成する放課後児童クラブの運営費について助成を行った。
（平成２６年度：５１市町村　６７０クラブ）

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献

チェック項目 説明

＜改善した点＞
　小学校就学後の児童が安心して放課後等の生活を送るための場所となる放課後児童クラブの需要は年々増
加する傾向にある中、助成制度の充実等により、利用しやすい制度となった。（運営費・整備費における補
助基準額の引き上げ・補助対象事業の拡充）

＜課題・今後改善すべき点＞
　放課後児童の健全育成を図るためには、補助基準額の引き上げ等、助成額の更なる増加を図る必要があ
る。
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１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 5 施策の方向 ② 施策番号 3

決算額(千円)

― 実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5

6 ○

No. チェック

7

8 ○

9

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 子どもの医療費助成の充実

担　当　課 児童家庭課

基本目標
当初予算額（千円） 6,700,000 5,854,945

事業の概要・
目的

　子どもの保健施策の充実及び保護者の経済的負担の軽減を図るため、子どもの疾病に係る医療
費について、市町村が行う医療費助成に要する経費を助成する。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性

チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

指標名等 ―

目標 ―

給付実績
・延べ件数　7,369,853件
・延べ日数　10,808,284日

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献

チェック項目 説明

＜改善した点＞
　特になし

＜課題・今後改善すべき点＞
　特になし
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１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 5 施策の方向 ② 施策番号 4

決算額(千円)

前年度比増 実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7

8

9

（2）改善点等
＜改善した点＞
　特になし

＜課題・今後改善すべき点＞
　相談支援にあたっては、性別により区別することなく対応している。
　また、今後の発達障害のある人への相談支援体制については、地域の相談支援機関による対応の推進及
び、これと千葉県発達障害者支援センターとの連携を検討している。
　なお、発達障害者支援センターの委託については、発達障害者支援法に基づき都府県知事の指定を受けた
者に対して行うこととされており、県としては現在県内における指定事業者は社会福祉法人菜の花会だけで
ある。

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献

チェック項目 説明

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

企
画
・
立
案
過
程

指標名等 相談者数

目標 2,594人

発達障害者支援センターにおいて、発達障害児(者)及びその家族からの相談に応じ、支援を行った。
(1)相談支援・発達支援：1,785人
(2)相談支援・就労支援：809人

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性

★視点１　企画への参画

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

数値目標など

事　業　名 障害児・者やその家族に対する支援

担　当　課 障害福祉課

基本目標
当初予算額（千円）

事業の概要・
目的

　発達障害者支援センターにおいて、発達障害児（者）及びその家族の相談に応じ、適切な指導又
は助言を行うとともに、普及・啓発や研修、関係機関等との調整を行う。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか


